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久万保育園

０歳児グループの子ども達は、物を入れたり出
したりする遊びが大好きです。形を合わせて穴
に落とすという、少し難しい課題にチャレンジし
ていた男の子。保育士は側で見守りつつ、そっ
と手を添える程度の支援をしていました。
そのうち、丸の形を合わせ、自分で落とせるよ
うになってきました。
「できた！」「よかったね！」とにっこり笑顔をか
わしあい、思わず拍手。
それからは、数種類の形の中から丸の形を選び
取り、何度も何度も繰り返していました。
自分で考えながら遊びこむことで、物の仕組み
を理解し結果を予測する能力を養い達成感を味
わうことができたのです。そんな楽しそうな姿
を見て興味を持ち、周りの子も遊び始めました。
うまくいかなくても、失敗しても「もう一回」と
チャレンジできるのは、側で見守ってくれる大人
の存在があってこそだと思います。そして、一緒
に付き合ってくれ、認めてくれる大人との信頼を
深めていくのです。子ども達が何度でも安心して
チャレンジできるよう、いつも傍らに寄り添う大
人でありたいと思います。� （村田�由美）

「チャレンジ」

本屋さんで色々な絵本を見て「どれにしようかな？」と考える時間が幸せなひと時

です。

数年前に知り好きなシリーズの絵本に、息子の誕生日プレゼントにぴったりの１冊

がありました。購入して息子に読むと繰り返し見ていました。今では息子もお気に

入りです。

思えば、子供の頃から父からのプレゼントはいつも本でした。世界名作シリーズの

本や図鑑の数々は今も実家に綺麗にあります。また、私が幼少期に読んでいた絵本

を、今でも保育園で読み聞かせの時に使っています。私にとって本は財産です。次

はどんな絵本に出会えるでしょうか。� （清水�由美子）

『絵本が好き』
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NIKONIKO 館
4月桜と共に新しい出会いから、早いもので3月、お別れの季節です。
今年度も、地域のご協力で多様な出会いや経験を行うことで、子ども
たちにとって、安心感や自己肯定感へと繋がり、一人ひとりの豊かな
心と大きな力になりました。今後もNIKO�NIKO館は、子ども時代
をたっぷりと過ごせる居場所、安心できる居場所であるように、これ
からも子どもたちの未来に繋がるような支援ができるよう、家庭・地
域と共に、取り組んで行けたらと願っています。子ども時代の記憶の
中に、たっぷりの笑顔と愛情が残るように…。� （大堀�純子）

かまくら　完成　入り口はちょっとちいさめに…

雪の滑り台　完成冬のシーズンしかできない実験開始

水槽のお掃除を見学しながら…これ何？あれは？質問タイム こま回し　巻き方のコツ教えてもらいました

ホットココア　冬は温かいおやつタイムに癒されます

子ども時代をたっぷりと過ごすこと…それは、人生の中でとても貴重な時間。

お知らせ
NIKO NIKO 館からの

お願い

放課後子ども教室

NIKO�NIKO館では、すべての子どもたちが安心安全に、健やかに過ごすことができ

る居場所づくりとして、放課後子ども教室の活動を行いました。

地域の方から子ども達の見守りや活動のサポートなど、多様なご協力により、一人ひ

とりにとって、この場所が、子どもたちの出会いの場となり、いつの間にか心地よい

居場所になりました。

来年度もいろいろな活動を予定していますので、ぜひNIKO�NIKO 館で素敵な繋が

りを見つけましょう。

【学校・家庭・地域連携推進事業】

【第四回 くままち 
ひなまつり in NIKO NIKO 館】
今年で3 年目。今年のテーマ“くま山のうれしい
お節句”
NIKO�NIKO 館の子どもと制作した、つるし飾り
や折り紙でつくったお弁当を雛人形と共に飾りま
した。子どもたちは、とても手先が器用で、好き
な色の折り紙を使って上手に作っていました。久
万町商店街に展示していますので、ぜひお散歩し
ながらご覧になってください。

くままちひなまつり
期間：平成 30 年 2月25日～4月8日
場所：久万町商店街

くま山のうれしいお節句

フラダンス

こっとんコットン



学習会「Happyカフェ」では、年間何回か、子育て中のお母さんが自由に語り合う「Happy 子
育てトーク」を開催していますが、２月はバレンタインスペシャルです。お茶をいただきながらリラッ
クスした雰囲気の中で、家族や夫婦、子育てへの思いを話し合います。家族に手紙を書いたり、チョ
コレートのプレゼントも用意しています。
おしゃべりカードを使って、
「1日で一番ほっとするときは？」・・・「子どもが寝てくれたとき」
「今、一番欲しいものは？」・・・「紙おむつ」
「子どもが成長したなと思うときは？」・・・「お姉ちゃんが妹のお世話のお手伝いをしてくれたとき」
こんな乳幼児期のお子さんを抱えるお母さんらしい微笑ましいやりとりが交わされます。終了後も子
育て中の苦労や感動したことなど話が尽きません。このトークをきっかけにお母さん同士の関係が
深まっていきます。この関係はお子さんが大きくなっても続いていくことでしょう。Happyサポートは、
子育て中のお母さんたちの関係性をさりげなく支援していきたいと思っています。�（今井�久美子）

2 歳の男の子がままごとで使う木製のコップを持って、お母さんと乾杯
するまねっこをして遊んでいます。乾杯の後は、飲むまねもします。飲
んだ後は「はぁー。」とすごくおいしそうな声も・・・。スタッフにもコッ
プを持って来てくれました。「かんぱーい！」スタッフとも「カチン！」。近
くにいた2歳の女の子にもコップを渡します。言葉でのやりとりはまだ
少ないのですが、様子を見ていた女の子もコップを受け取ると「カチン！」
とコップを合わせ飲むまねをしました。「はぁー。」「おいち！（おいしい）。」
側で見ていたお母さん達が、そのかわいらしさに思わず笑顔になり、「乾
杯できたね。」と声をかけられていました。こんなふうに、毎年この時
期になるとHappy�Houseを利用している子どもたち同士のつながり
ができてきたのを感じます。それは、側におられるお母さんたちが、お
子さんたちの様子をみんなで見守って下さり、子どもたちも安心して過
ごせているからだと思います。
この一年間、子どもたちの成長をお母さんたちと一緒に見守ることがで
き、私たちスタッフも幸せでした。これからも、さり気なく優しい子育
て支援を心がけていきたいと思います。� （水谷�伴美）

お知らせ
お願い

Happy House からの

日時：3月15日（木）　10:30～11:30
場所：Happy�House
今年度最後のふれあい広場です。春から入園されるお子さんは、ふ
れあい広場卒業となります。お子さんの成長を祝い、みんなで楽し
い思い出を作りましょう。
＊平成 29 年度でお子さんが3歳になり、4月から入園される親子
さんには、修了証をお渡しします。
＊参加されたみなさんに、プレゼントをお渡しします。（ふれあい広
場未入会の方は、参加費100 円必要です。）

「かんぱーい！」（カチン！）Happy House

ママと粘土遊び

高くつめるかな？

ふれあい広場　お別れ会

いらっしゃいませ～

「Happy子育てトーク」

家庭教育支援 久万高原Happyサポート

終了後も親子でゆったりと過ごして

お茶をいただきながら子育てトーク
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● 和太鼓
● コーラス
● 地域カフェ
● 
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● たいそう
● 
● 笛ヶ滝Day・フラダンス
● 健康相談
● 

● 
● 新米ママのつどい
● 地域カフェ
● 
● 新米ママのつどい

● 
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● 
● 
● 

● 
● 
● Cook ドゥドゥル
● 
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● おわかれ遠足
● コーラス
● 地域カフェ
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● 
● 
● こっとんコットン
● 
● 

● 和太鼓
● コーラス
● 地域カフェ
● ひなまつり会
● 

● 久万保育園
● Happy House
● NIKONIKO 館
● つどいの広場
● 保健センター

● 
● 
● 
● ママの製作
● 

● 和太鼓
● 
● 
● おゆずり会
● 

● みるきぃらんど
● 
● 
● 
● 

カレンダー '18 3 月

●協力者（1月1日～1月31日）（敬称略・順不同）

カメムシが多い年は、雪が多いと言いますが
今年は寒い日が多く、雪もよく降りますね。
先日は、連日の氷点下の低温でつどいの広場
の水道管が凍結し、トイレや手洗いの水が使
えない期間があり、ご迷惑をおかけしました。
普段、当たり前のように使っている水ですが、
出なくなって改めて水の大切さを感じる機会と
なりました。調べてみると、1990 年頃まで
のトイレは、トイレの水を流すときに1回１０リッ
トル以上の水が必要だそうです。大きなペッ
トボトル5本分の水を使っていることに驚きま
した。これからは、もっと大切に水を使って
いきたいなと思います。� （村上�裕美）

久万高原町上黒岩2913　　
月・水・金　9：00 ～15：00

「水は大切！」


